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1. はじめに

東京大学情報基盤センターは，2007年９月から

「図書系職員のためのアプリケーション開発講習会」

（以下，「アプリ講習会」）を，東京大学附属図書館

職員を対象に実施している。

この講習会は次の方式で行なっている。

（１）受講生が各自で図書館に有用と考えるアプ

リケーションソフト（ツール）開発を企画

する。

（２）企画したツールを，企画者当人が主体的に

開発する。

（３）ある程度の完成度に仕上がったツールを，

Web上で試行提供する。

上記から分かるとおり，この講習会は受講生の個

別の希望に応じた，実践ベースの学習と，自発的な

業務改善活動を兼ねている。IT（Information

Technology）の性質上，ある程度自由に使え，か

つ十分な管理がされているサーバ環境さえあれば，

学習成果物としてのツールが完成次第，そのまま図

書館利用者向けサービスや業務効率化に供すること

ができる１）。講習会の成果物は試行版扱いであるが，

後述の「楽返君」のように十分な評価を得て，附属

図書館組織に正式に採用された例もある。

受講生の実現したい企画が，講習会のカリキュラ

ムよりまず先にあり，それを試行版とはいえ積極的

にサービスとして提供する。この方式による講習会

は，日本の大学図書館界だけではなく，他の業界に

おいても類をみないかもしれない。

例えば，実際に新規プロジェクトの企画を行なう

問題解決型の研修はある２）。そこでは研修成果物と

してのプロジェクト企画案を組織の上層部が評価

し，実際に採用するかどうか判断する。一方，「ア

プリ講習会」では試行版扱いであるが，それ以上の

組織の資源（経費並びに労力）を要しないこともあ

り，さしたるオーソライズを経ずに実用に供してい

る。

また，大学の学生が，産学連携やインターンシッ

プにおいて，プロジェクトベース学習＝Project

Based Learning（PBL）を実用システム開発により

行なうケースはある３,４,５）。しかし，学生ではなく職

員が，自組織のサービス向上や業務改善のための実

用アプリケーションの企画・開発を通じて学習を行

なうことは，OJT（On the Job Training）を除い

てはまずないのではないかと考えている。

「アプリ講習会」では受講生へのアンケートやテ

ストによる綿密な講習会の評価を行なってはいな

い。しかし，受講生の企画・開発による利用者サー

ビス向上ツールや業務効率化のツール（後述）の提

供が進んだことが，その成果の一端の証明になりえ

ると考えている。

本稿では，「アプリ講習会」の講師代表として，

講習会の活動を事例として示しつつ，当講習会モデ

ルが有効に機能しているかどうかを考察する。

2. 講習会の概要

2.1. ねらい

「アプリ講習会」は，図書館の利用者サービス向

上や業務効率化のために，ITを積極的に活用でき

る人材の育成を狙いとしている。加えて，講習会の

成果物を積極的に試行提供することにより，図書館

の活性化も図っている。
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東京大学情報基盤センターでは，数年前に図書館

職員を対象にしたPerlプログラミングの講習会を行

なったことがある。しかし，その後に受講生がそこ

で学んだ技術を実際の仕事に活用しているという話

は，寡聞にして聞こえてはこなかった。講習会で学

習することと，実際にそれを役立てることとの間に

は，何らかのギャップが存在するのかもしれない。

それを踏まえ，「アプリ講習会」はギャップその

ものが存在しえない方式を考えた。講習会で作成し

たツールはそのまま業務で使う，もしくは利用者に

サービスすることができる。そのために，ツールを

試行公開できるサーバ環境を用意した。

また，原則として受講生自身が企画を立てること

を重要なポイントと位置付けている。この講習会で

はさして高い技術レベルを狙ってはいない。むしろ，

図書館職員としての企画・立案能力と，プロジェク

トの遂行能力，不断の学習習慣を身に付けることが

できればと考えている。

ITは常に進化し続けており，図書館におけるIT

も例外ではない。そこで必要とされるのは，不断に

学び，図書館において何が実現できるかを考え続け

ることができる人材であろう。「アプリ講習会」は

そのような人材を育てるためのスタートポイントで

ある。

2.2. 東京大学附属図書館のシステム事情

東京大学附属図書館は，本郷・駒場・柏の３キャ

ンパスの拠点図書館（総合図書館，駒場図書館，柏

図書館）と，部局図書館を合わせ全部で40の図書

館からなり（2009年４月現在），図書館職員がそれ

ぞれの図書館に配置されている。

附属図書館の図書館情報システム（OPACを含む

業務システム）の管理は，情報基盤センター図書館

システム係が行なっている。附属図書館全体の業務

システム運用は，附属図書館の業務連絡会・業務別

部会（ILL部会，雑誌部会等。図書館職員からメン

バーを募る）が検討を行なう体制である。

2.3. 準備

「アプリ講習会」の発端は，筆者が東京大学附属

図書館において，ITを積極的に活用する人材の不

足を感じたことによる。当初は，公開前提の図書館

用ツールの企画・開発を通じて，成果を出しつつ学

べることがあるはず，それだけのおおまかな発案で

あった。

東京大学附属図書館には，「研修プロジェクト」６）

という正規の研修システムがある。しかし，筆者の

企画案の性質上，一回の研修機会で済まず，本務を

している勤務時間中に組み入れることが難しい。そ

の理由により，残念ながら「研修プロジェクト」の

枠に乗せることができなかった。

そこで，東京大学情報基盤センターにて，「研修

プロジェクト」とは別に，夜間の講習会を開催する

ことになった。情報基盤センターが主催のため，講

習会用サーバマシンの準備やそのセキュリティ対策

等については十分なサポートを用意することができ

た。

方式や体制については，この段階で具体化を行

なった。まず，講師は筆者と情報基盤センターの二

宮崇講師が務める。受講生の対応は，図書館事情を

把握している筆者が主に担当する。二宮講師には，

Java言語など筆者による対応が難しいプログラミン

グ言語の利用が必要になったときや，自然言語処理

の応用など情報基盤センターの研究に近いテーマが

出たときのサポートを主に依頼した。

事務局は，情報基盤センター図書館情報係（現，

図書館システム係）が担当。事務局では講習会サー

バマシンの用意や，講習会場のセッティング，成果

報告などの様々なフォローを行なっている。また，

同係の許諾しだいでは，附属図書館の業務システム

と連携した（業務データベースに直接アクセスした）

ツールの作成も可能である。

「アプリ講習会」は実際の受講者の反応をみつつ，

臨機応変に対応する。また，受講生ごとの日常的な

個別対応に重点を置くこととした。講師と受講生の

やりとりは，離れた職場間となる。そのやりとりの

ためのWikiページを用意した。

受講生の募集は，アプリケーション開発に興味が

ある附属図書館職員がどれだけいるのか，予測が付

かない状況で行なった。結果として，初年度には計

13名もの応募があり，講師側の期待よりも多くの図

書館職員が興味を示してくれたことが分かった。一

方，その人数を個別にフォローしきれるかという懸

念が出てきたが，特に体制を変えず開催することに

した。なお，第２年度には受講生の若干の入れ替わ

りがあり，計14名が参加している。

まず，各受講生に，現在の技術レベルと講習会で

実現したいことを確認するためのアンケートを実施

した。その結果，１）プログラミングの予備知識が

ない受講生，２）プログラミングの経験があるがサ

ポートが必要と思われる受講生，３）技術的なサ

ポートが不要な受講生，が混在することを確認でき

た。また，受講生が実現したいことは各人で異なり，

個々に対応する必要性が確認できた。
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2.4. 初年度（2007年度）の方式

初回の集まりでは，各人が企画したツールをどの

ように実装できるかについて，可能なシステム構成

を示すことから始めた。まず，企画したものが本当

に実現可能であることを受講生に理解してもらうこ

とが狙いである。

また，Perl言語の学習を兼ねて，実際の図書館業

務システムで使っているデータの加工を題材とし，

課題をクリアすれば自身の業務で使えるツールにな

るように工夫した教材を作成した。受講者は自身の

企画に先だってこのPerl教材を学習課題として進め

ることもできる。なお，「アプリ講習会」での開発

言語はPerlに限定されない。企画内容により必然的

に決まることも，受講生が自身の嗜好により決める

こともある。

その後，各人にPerl教材の課題か，自身の企画を

進めてもらい，ひと月に一度，全受講生が集まって

フォロー（全体会）を行なった。

この全体会においては，各受講生のフォローに加

え，講義も行なった。受講生の技術レベルや学習の

進捗に差があったこともあり，全員が共通に理解で

きる話題として，ITにおける問題解決のヒントや，

情報の収集をどのようにして行なうか，などの講義

を行なうようにした。

プログラミング言語の初心者向けテキストでは，

サンプルとして示したプログラムが正しく動くこと

が前提で，エラーが起こったときの対処まで記述し

ているものは少ない。初心者向けテキストを読んだ

ときに，一箇所でも詰まってしまうと，その時点で

自身にはプログラミングが向かないと，諦めてしま

う人もいるであろう。そこで，バグ取りの基本的な

方法や，他人の書いたプログラムの解読の方法，

バージョンアップの管理など，初心者が躓きそうな

ケースの対処法について説明を行なった。

受講生の中には，業務上の懸案を講習会で解決す

べく参加している人もいるが，自己啓発としての参

加者もいる。そこで，できるだけ楽しみつつ続ける

ことができるように，毎回くだけた内容の教材を用

意した７）。

2.5. 第２年度（2008年度）の方式

初年度の最後に行なった受講生アンケートによ

り，全体会が有効に機能していないことが判明した。

受講生がお互いの企画について話をすることが学習

になるかと考えていたが，自身の担当業務以外の話

は理解するのが難しいという受講生が多かった。

そこで，研究室におけるゼミナールのような方式

をとりやめ，第２年度目は個別対応にさらに重点を

置くようにした。全体会は，毎月ではなく次の３回

のみ行なうこととした。

（１）企画宣言会（７月）

各受講生が企画したツールについて発表を行なう。

（２）中間発表会（９月）

各受講生が企画の進捗について報告する。

（３）成果発表会（２月）

各受講生が今年度の成果物について説明する。

これらに加えて，「JavaScript講習会」，「Perl講

習会」，「夢見る図書館システム」などの講習会も用

意し，受講生のうち興味がある人が自由に参加でき

るようにした。

図１ 「アプリ講習会」プレゼン資料例

写真１ 成果発表会の様子



3. 受講生の活動とツールの例

「アプリ講習会」では，常時10名ほどの受講生が

個別に活動を行なっている。また，公開している成

果物（図２）と非公開の成果物を合わせ，いくつも

の企画がある。多くは少しの工夫で業務の効率化を

図るものであるが，講師側が予想もしなかったツー

ルも多く，図書館の現場でのIT活用についての有

効性を感じさせる。

それらの中から，既に「情報の科学と技術」誌８）

に紹介した成果物を除き，受講生の活動をメインに

いくつかのツールを紹介する。

なお，ツールのうち，図書館業務用ツールにはア

クセス制限をかけているが，図書館利用者向けツー

ルは，特にアクセスの制限を設けず一般公開してい

る。
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図２ 「図書系職員のためのアプリケーション開発講習会」成果一覧（公開中のもの，2009年４月現在）



3.1. 「楽返君」

駒場図書館の小林幸志氏が開発した図書館間返送

管理システム（通称「楽返君」）は，東京大学附属

図書館全体で採用され，学内の業務の流れを変えた

システムである。

東京大学には前述のとおり計40の図書館があり，

その中で資料の相互貸借（学内ILL）を行なってい

る。たとえば，医学部の大学院生が別キャンパスに

ある柏図書館の資料を取り寄せるには，医学図書館

に図書を取り寄せてもらい，その上で図書を受け取

る方式である。東京大学ではそのための独自の学内

ILLシステムを運用している。また，学内ILLとは

別に，利用者が所属外キャンパスの図書館で借り出

した資料の返送サービスも行なっている。

小林氏は，それらに伴う図書配送手続きに，不満

を感じていた。配送業者に資料を預ける際に，該当

資料をOPACで検索し，その書誌情報画面を帳票と

して印刷する必要があり用紙を多量に使う。また，

利用者への資料の返却督促の際，利用者が図書の返

却をしていないのか，配送業者が資料を配送中なの

かを判別できず，トラブルの元であった。

小林氏は，プログラミング初心者であったが開発

言語にPHPを選択。資料IDをキーに図書館間の図

書の配送状況を管理し，配送業者用の帳票も作成で

きるシステム＝「楽返君」を数ヶ月で作り上げた。

このシステムにおいては，情報基盤センター図書館

情報係の許諾を得て，附属図書館業務システムとの

連携をも行なっている。

当初は，東京大学のキャンパス拠点図書館（総合

図書館，駒場図書館，柏図書館）でのみ使われてい

た。全学的に採用されるとさらに業務の効率化にな

ることから，附属図書館・ILL部会に相談し，2009

年３月には全学的に使われるようになった。

この附属図書館全体での「楽返君」採用の働きか

けや，附属図書館・ILL部会からの要求を受けての

「楽返君」改修により，小林氏が経験を得たところ

が多かった，と考えている。まずひとつには，ボト

ムアップにより附属図書館全体の業務を変えたとい

う成功体験を得ることができたこと。そして，図書

館職員から要求を受けてシステムの改修を行なう経

験を得られたことである。図書館職員は図書館シス

テムベンダーのシステムエンジニアに図書館システ

ムの改修要求を出す機会は多い。その際，システム

改修要求を受ける立場＝システムエンジニアの立場

となった経験により，逆の立場の視点が得られ役に

立つかと考えている。

3.2. 「東大OPACから東大生協在庫検索へのリ

レー検索ブックマークレット」

東京大学駒場図書館の学生アンケートに，「東京

大学OPAC上で，東京大学生協の書籍在庫を確認し

たい」との意見があった。たしかに，この機能があ

れば，東京大学OPACで見つけた資料のうち手元に

置いておきたいものを，自身が所属するキャンパス

内の生協店舗で，すぐに入手できるかを確認できる。

駒場図書館の小川雅弘氏はこのアンケートを見て，

どうにか学生の便宜を図れないかと考えた。そこで

第２年度の「アプリ講習会」における自身の企画案

のひとつに，「東京大学OPACから東京大学生協の

書籍在庫を確認する」ツールを含めた。

講師側では，小川氏から提示された企画案のうち，

学生からの需要があったことと，実現の容易さから，

この企画案を推奨した。

講師側は開発・公開のために次のフォローを行

なっている。

（１）使用技術（ブックマークレット）と事例９）

の紹介

（２）JavaScript講習会の開催（２回）

（３）東京大学生協への連携許諾の取り付け

それを受け，小川氏は開発を進め，東京大学

OPACの書誌詳細画面で，Webブラウザのブック

マーク（Firefoxではボタン登録しておくことも可）

を実行すると，東大生協の書籍在庫検索ページ10）と

連携する仕組みを実現させることができた。

現場にて学生の希望を把握し，それを新サービス

に結びつけたことは，当「アプリ講習会」ならでは

の成果として考えている。
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3.3. 「Web版芝居番付データベース」

「アプリ講習会」では，受講生が所属部署の業務

としてアプリケーション開発が求められた場合につ

いては，受講生自身が企画を立てるという講習会の

原則から外れるが，そのサポートも行なっている。

その中から，東京大学文学図書室の「Web版芝

居番付データベース」（仮称・本稿執筆時点では公

開準備中）について紹介する。

文学部図書室の村上雅史氏は，文学部図書室の業

務として既存のCD-ROM版「芝居番付データベー

ス」をWebデータベース化することとなった。

公開にあたって行なうべきことは，１）TIFF画

像（約5,000枚）をWeb公開用に変換，２）検索シ

ステムの開発，のふたつ。いずれも，業者に外注せ

ずに図書館職員が内製で対応する。

村上氏自身は，プログラミングの経験がなかった

ため，「アプリ講習会」の企画として申請。講習会

のサポートを受けつつ，業務を遂行する形をとった。

それを受け，「アプリ講習会」では，受講生の小林

幸志氏と共にPHPプログラミングを学ぶ形で，検

索システムの開発を行なう体制を用意。小林氏が村

上氏に随時課題を与え，村上氏がPHPを学習。講

師が必要に応じてバックアップを行なった。

「Web版芝居番付データベース」の検索システム

の開発は，当初の見込みより難航した。文学部図書

室の業務として年度末までに目処をつけるよう

（一ヶ月余り先の）締め切りが提示されていたが，

村上氏がプログラミング初心者であり進捗の予想が

立てづらい上，年度末の繁忙期のため学習時間も思

うように確保できない。

この制約の中で，村上氏が自力での問題解決や試

行錯誤の経験を得られるよう留意した。具体的には，

小林氏が村上氏に与える学習課題と問題解決のため

のヒントの難易度を，進捗と締め切りまでの残り日

数に応じ，随時調整してもらうようにした。スケ

ジュールが遅れ気味であれば直接的なヒントを与

え，余裕があれば村上氏にできるだけ考えてもらう

方式である。

年度末までに公開とは行き着かなかったが，検索

の仕組み自体まではできあがった。

3.4. 「附属図書館HP新着ニュースのメール自動配

信（試行）」

情報基盤センターの本多玄氏は，東京大学附属図

書館ホームページ11）のニュース更新に応じて，新着

ニュースをメールニュースとして配信する仕組みを

作成した。

東京大学図書館職員であれば，このメールニュー

スに登録することができる。ホームページ画面上で

は新着ニュースを見落としてしまいがちであるが，

メールニュースであれば気付きやすい。

このプロジェクトは当初，Plaggerを活用して図

書館で何かできないか考えるところから始まった。

Plaggerは，HTMLやRSS，電子メールなど異なる

形式のデータを，相互につなぎ合わせることができ

るツールである。

当初は，東京大学附属図書館ホームページからの

RSS新着ニュース配信を目指していた。しかし，附

属図書館職員にはRSSリーダーを使っていない人も

多いことから，より確実に利用がある電子メールで

の配信を行なうこととした。

附属図書館の了承を得て，2008年４月に附属図書

館職員を対象に試行的にサービスを開始した。

3.5. 「２館間の雑誌所蔵巻号の比較」

「２館間の雑誌所蔵を比較する」システムと，そ

の応用としての「柏図書館移管補助ツール」は，筆

者の所属（社会科学研究所図書室）の業務用に作成

したプログラムを，より広く使えるようにしたもの

である。「２館間の雑誌所蔵を比較する」システム

は全国の大学図書館職員のために一般公開を，「柏

図書館移管補助ツール」は東京大学の図書館職員の

ために学内公開をしている。

社会科学研究所では，書庫の狭隘化に対応するた

め，200タイトル余りの紀要類の廃棄を行なうこと

となった。この廃棄にあたり，学内の図書館に可能

な限り引取ってもらうよう，図書委員会から要望が

あった。

そこで廃棄対象雑誌それぞれについて，欠号や

バックナンバー補充として引取ってもらえる可能性

のある学内図書館を探し，個別に相談をすることを

業務命令として受けた。この調査は手作業では手間

がかかるため，独自にツールを作成した。

当初作成したツールは動作が不完全なものであっ

たが，「アプリ講習会」の中で紹介したところ，附

属図書館の柏図書館移管作業の補助ツールとして需

要があるのではないか，との提案が出てきた。附属

図書館の各図書館は，書庫に置ききれない自然科学

系雑誌バックナンバーを，保存書庫を持つ柏図書館

に移管している。ただし，柏図書館で既に所蔵して

いる雑誌巻号は対象外であり，どの巻号が移管可能

かどうかの確認作業には手間がかかる。その作業を

楽にするために，このツールを活用できる，との提

案であった。

それを受け，２館間の所蔵巻号の比較ロジックを

正確に動作するように修正。柏図書館，附属図書
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館・雑誌部会，学内図書館の知人などから意見を募

り，作り上げたのが「柏図書館移管補助ツール」で

ある。

また，この巻号比較ロジックを他の大学図書館で

も利用することがあるかと思い，Webアプリケー

ションとWebサービスにして公開。またPerlモ

ジュール“MARC::DiffSerials”の配布も行なってい

る。

3.6. 「iGoogleガジェット集」

医科学研究所の近藤真智子氏は，「アプリ講習会」

の第２年度（平成20年度）から参加した受講生で

ある。

当初，柏図書館への学内雑誌移管の補助になる

ツールの制作をするつもりであったが，既に「アプ

リ講習会」で開発中の「柏図書館移管補助ツール」

（前述）があったため，ガジェット（ウイジェット）

の企画に切り替えた。

ガジェットとは，デスクトップや，ポータルサイ

トに置くことのできる小アプリケーションである。

ガジェットには，その動作する環境ごとに，

iGoogleやWindows Vista，Facebook用などいくつ

かの種類がある。既に，「アプリ講習会」ではMac-

intosh用の「東京大学OPACウイジェット」を公開

しており，それ以外のガジェットを企画とする必要

があった。そこで，所属元（医科学研究所）の研究

者が多用するPubMedを題材に，作成が容易な

iGoogle（Googleのポータルサイト）用のガジェッ

トを企画とすることになった。

講師側では，参考文献12）の紹介や，Webデータ

ベースの検索パラメータ解析手法の説明，

JavaScript講習会の開催などのフォローを行なっ

た。

最終的には，東京大学生命科学構造化センター

（CSLS）から許諾を受け，同センターが開発・公開

している多機能版PubMed=CSLS Search13）用の

iGoogleガジェットを作成。また，それに加え「東

大図書館キット」（東京大学OPAC検索窓＋東京大

学附属図書館リンク集）も作成し，それぞれ公開し

た。

作成後に近藤氏から「iGoogleガジェット集を充

実させることで，図書館のポータル（My Library）

と同等以上の環境が実現できるかもしれない」との

感想があった。講師側にはなかった視点を示してく

れたことで，逆に講師が学習させられたところも

あった。

4. 「アプリ講習会」モデルの考察

4.1. 受講生が学べること

プロジェクトベース学習では，プロジェクトチー

ムに参加することにより，他者との協調を学べるこ

とをメリットとして挙げることがある14）。「アプリ

講習会」では，チームを組むプロジェクトと異なり，

基本的に受講生各人が個別の企画を持つため，それ

は難しい。しかし逆に，「アプリ講習会」では，自

力で企画を実現，問題を解決できることを学ぶこと

ができるともいえる。

講師側も受講生の企画のフォローをするものの，

主体はあくまで受講生である。つまり，受講生自身

に企画をコントロールする権限がある。

講師側のヒントを受けつつ企画を実現していく中

で，各自がテキストによる学習では難しい，経験を

ベースにした暗黙知を身につけることができるかも

しれないと考えている15）。

4.2. 講師側が教えられること

「アプリ講習会」では，受講生の主体性に任せる

こともあり，そのままでは放任になる。ここで講師

側にできることは何であろうか。

当初は，システム工学に則った，プロジェクト管

理や開発手法について教えることも考えていた。し

かし，プログラミングの初心者に対しては，ハード

ルが高く逆効果と判断し，とりやめている。

「アプリ講習会」では次のコーチングを行なって

いる。

（１）プログラミング初心者向けテキストを独力

で読めるところまでの手ほどき
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（２）受講生の進捗の確認

（３）受講生が独力での解決が厳しい問題に出

会ったときのサポート

（４） ITに関連する話題や情報の提供

（５）実例としてのアプリケーションの開発・公

開

副次的な効果として，「アプリ講習会」用のWiki

に，受講生へのサポートの記録や筆者の手持ちの知

識を随時書き込むことで，筆者の暗黙知が徐々に明

文化されつつある。また，講習会のWiki自体が大

学図書館におけるITの情報集約ページとしてもま

とまってきている。

4.3. 場としての「アプリ講習会」

「アプリ講習会」では，図書館職員が自由に企画

を実現できる場を提供している。

IT初心者の受講生であれば，そのつど興味を

持った企画を，講師のサポートを受けつつ実現でき

る。

既に，講師のサポートも必要なく，独力でアプリ

ケーションを開発できる職員にとっては，自身の企

画を試行的なサービスとして実現するために参加す

る形もありえる。

また，自身の学習のためではなく，職場の仕事で

あるが独力では手に負えない場合に，「アプリ講習

会」のサポートを受けることもできる。

「アプリ講習会」は受講生間の協調は弱いものの，

東京大学附属図書館内の部署を超えて図書館職員が

集まる場所でもある。学内図書館職員同士のつなが

りをつくる場所としても若干は機能している。

5. おわりに

学習の方法やそのペースは，それぞれ個人にあっ

た方法がある16）。「アプリ講習会」においても，積

極的に成果を出す受講生もいれば，進捗が遅れがち

な受講生もいる。ITの効率的な学習手法になりえ

ているかどうかという意味では，いまだ未知数なと

ころが多い。

しかし，実際に図書館で活用できるツールも公開

できていることから，少なくとも場としては有効に

機能しているといえそうである。

今後にどのようなツールを試行的なサービスとで

きるかは受講生次第であるが，自らの企画を実現し

たいと考える図書館職員がいる間は，場を維持する

ことが有効かと考えている。
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MAEDA Akira
Consideration of the Library Staff Workshop Model that Learns from“The Planning and Developing”
of Practical Application Software.：As an Example of“Application Development Workshop for
Library Staff”.

Abstract:  The Information Technology Center at Tokyo University sponsors a workshop for library staff
where they can plan and develop tools that are potentially useful for libraries and then utilize the prod-

ucts of the workhop to offer new services. The products developed through the workshops include

“Rakuhen-kun”which has changed the workflow for the entire library system at the University of Tokyo,

and others like iGoogle widgets.

This paper explains how this type of workshop differs from typical ones, what kinds of outcomes it has

produced, introduces examples of activities undertaken, and considers the effectiveness of the workshop

model.
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